
（１）（１）（１）（１） 合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と未婚率、有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係有配偶出生率の相関関係

①合計特殊出生率と未婚率は、負の相関があるが強くはない（図１）。相関は２０代女性と３０代男

性で比較的強くなっている。

②合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い合計特殊出生率と有配偶出生率は相関が強い（図２）。

（２）（２）（２）（２） 年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移

①未婚率未婚率未婚率未婚率は、１９７５年頃から、特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇が見られる。未婚

率は、男女ともに、１９７５年から一貫して上昇してきたが、２００５年からの５年間は上昇が減速。

（図３）

②２００５年頃までは、晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因

と考えられる。

③有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率の推移では、１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向にあり、２０１０年は１９８０年の水

準に回復している。（図４）
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【図２】

【図３】

○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口の約６割）。○平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人になり（対平成２２年約２１％減）対平成２２年約２１％減）対平成２２年約２１％減）対平成２２年約２１％減）、その内、生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。

資料１

（１）出生数及び合計特殊出生率の推移（奈良県）（１）出生数及び合計特殊出生率の推移（奈良県）（１）出生数及び合計特殊出生率の推移（奈良県）（１）出生数及び合計特殊出生率の推移（奈良県）○奈良県の出生数出生数出生数出生数は、全国と同様に、第2次ベビーブーム以降、微増はあるものの減少傾向が続いている減少傾向が続いている減少傾向が続いている減少傾向が続いている。○合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率は、平成１６年から２４年まではわずかではあるが上昇傾向。平成２５年は０．０１減少し平成２５年は０．０１減少し平成２５年は０．０１減少し平成２５年は０．０１減少し１．３１１．３１１．３１１．３１。

（２）人口推移と将来人口推移（奈良県）（２）人口推移と将来人口推移（奈良県）（２）人口推移と将来人口推移（奈良県）（２）人口推移と将来人口推移（奈良県）

（３）都道府県別合計特殊出生率（平成２５年）（３）都道府県別合計特殊出生率（平成２５年）（３）都道府県別合計特殊出生率（平成２５年）（３）都道府県別合計特殊出生率（平成２５年）○全国の合計特殊出生率の１位は沖縄県、2位は宮崎県。ワースト1位は東京都、2位は京都府。○奈良県奈良県奈良県奈良県は、北海道に次ぎ全国ワースト４位全国ワースト４位全国ワースト４位全国ワースト４位。

（４）市町村別合計特殊出生率（平成２０～２４年・５年平均）（４）市町村別合計特殊出生率（平成２０～２４年・５年平均）（４）市町村別合計特殊出生率（平成２０～２４年・５年平均）（４）市町村別合計特殊出生率（平成２０～２４年・５年平均）○合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の1111位は香芝市位は香芝市位は香芝市位は香芝市、2位は十津川村。逆に、ワースト1位は平群町、2位は上牧町。○数値の高低について、北部･南部といった地域による偏りはみられない北部･南部といった地域による偏りはみられない北部･南部といった地域による偏りはみられない北部･南部といった地域による偏りはみられない。
厚生労働省「人口動態統計」 厚生労働省「人口動態統計」

厚生労働省「人口動態保健所・市町村統計」[人口推移]国勢調査（総務省） [将来人口]日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計） （国立社会保障・人口問題研究所）
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（仮称）「奈良県少子化対策プラン」の策定について（仮称）「奈良県少子化対策プラン」の策定について（仮称）「奈良県少子化対策プラン」の策定について（仮称）「奈良県少子化対策プラン」の策定について

１１１１ 出生率の現状出生率の現状出生率の現状出生率の現状


